
２０１８年３月２３日   No１２５                                            発行責任者 田中 孝史 
かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶんかべしんぶんかべしん 

んぶん・かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん・かべしんぶんかべしんぶんかべしんぶんか 

 
 

  

 ２０１８年度の新賃金交渉は、時給制契約社員の賞与支給係数の引き上

げ、期間雇用社員等の夏期手当支給時の特別加算はあるものの、均等待

遇で「踏み込んだ」回答はありませんでした。正社員の賃上げは初任給の

引き上げはあるものの、ベアは３年連続でゼロ。年間一時金の０、３ヶ月の

引き上げも会社の経営責任でうまれた「ＪＰエキスプレス」の「負の遺産」を

元に戻したに過ぎません。均等待遇の原資に年末年始勤務手当の年末

部分廃止、寒冷地手当縮小、新規正社員の年休１５日に削減、一般職の

住居手当の廃止としており、正社員の労働条件を引き下げるものです。 

 
【期間雇用社員】 

〇賞与係数 １、８から１、９へ 

〇特別加算 夏期手当５、０００円～２０、０００円上乗せ 
（●スキルレベルＢかつ月平均の所定労働時間が８４時間以内の時給制契約社員５、０００円、●スキルレベル

Ａかつ月平均の所定時間が８４時間以内の時給契約社員、及びスキルレベルＢかつ月平均の所定労働時間

が８４時間超の時給制契約社員１０、０００円、●月給制契約社員及びスキルレベルＡかつ月平均の所定時間

が８４時間超の時給契約社員２０、０００円） 

〇均等待遇 年始勤務手当（１月１日～１月３日）一日４、０００円の新設 

  アソシエイト社員に夏期、冬期休暇各１日（有給） 

【正社員】 

〇ベアゼロ 年間一時金４、３月（夏期２、１５月、年末２、１５月） 

〇一般職、地域基幹職の初任給引上げ 
 （一般職の初任給６、３００円引き上げ、地域基幹職の初任給４７００円引き上げ） 

〇高齢再雇用社員要求には「応じられない」 

 

≪制度の見直し≫ 

年末年始勤務手当の年末部分の廃止、寒冷地手当縮小、新規正社員の年休１５日に

削減、一般職の住居手当の廃止 

≪要員関係≫ 

〇正社員登用 ２０１９年度３、６５５人程度 
（日本郵便３、５００人程度｟郵便、物流コース２７００人、窓口コース８００人｠、 ゆうちょ銀行１００人、かんぽ生

命５０人、日本郵政５人） 

〇新規採用 ２０１９年度４、８００人程度 
（日本郵便４、２６０人程度｟総合職６０人、地域基幹職２、０００人、一般職２、２００人｠、ゆうちょ銀行２５０人程

度｟総合職１００人、エリア基幹職１５０人｠、かんぽ生命２５５人｟総合職９０人、エリア基幹職１１５人、一般職５０

人｠、日本郵政３５人｟総合職１５人、業務職１０人、一般職１０人｠） 

○インターバル規制の施行導入 


